
令和元年度病害虫発生予察注意報第３号 

 

                             令和元年９月１１日 

                               鳥取県病害虫防除所  

 

注意報の概要 

 現在、トビイロウンカが平年より多く発生し、一部ほ場では坪枯れが発生しています。

特に５月下旬までに移植した中生～晩生品種栽培ほ場では、今後、トビイロウンカ幼虫

の急増及び坪枯れの発生が懸念されますので、適切な防除対策を行ってください。 

 

病害虫名：トビイロウンカ  

１ 対象作物  イ ネ 

 

２ 発生地域  県下全域 

       （特に５月下旬までに移植した中生～晩生品種栽培ほ場） 

 

３ 発 生 量  多い 

 

４ 注意報発令の根拠 

（１）９月６～８日の巡回調査（ウンカ類調査定点および巡回調査定点）の結果、発生

ほ場率は４５．６％（平年：２．９％）と平年より高い。また、株あたりのはらい

落とし虫数は３．５頭／株であり、８月下旬調査時より急増している。 

（２）ほ場では成虫及び若～中齢幼虫が発生しており、増殖率の高い短翅成虫も確認さ

れている。 

（３）現在、５月下旬までに移植した一部ほ場でトビイロウンカによる坪枯れが確認さ

れている。また、坪枯れが発生したほ場の周辺では、要防除水準（成幼虫数１０頭

／株）を超えているほ場も確認されている。 

（４）９月以降、平年より気温が高い状態が続いており、さらに２週間気温予報も高い

と予想されていることから、本種の増殖および被害の発生を助長する気象条件が継

続する。 

 

５ 防除上注意すべき事項 

（１）トビイロウンカの発生は地域間差及びほ場間差が大きいが、特に５月下旬までに

移植した中生～晩生品種栽培ほ場では、今後、トビイロウンカの急増が懸念される

ので、注意が必要である。 

（２）要防除水準（成幼虫数１０頭／株）を超えた場合もしくは坪枯れを確認した場合

は、粉剤、水和剤などで直ちに防除を行う。なお、散布の際、本種の生息場所であ

る株元に農薬が十分かかるようにする。 



（３）収穫期が近いので、防除にあたっては農薬の収穫前日数及び総使用回数に注意す

る。 

（４）収穫期が迫り、防除が出来ないほ場は収穫適期の範囲内で早めに収穫する。 

（５）必要以上に早い落水は、坪枯れの発生を助長するので、適期落水に努める。 

 

表１ トビイロウンカの主な防除薬剤 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            図１ トビイロウンカによる坪枯れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ トビイロウンカの成虫及び幼虫  図３ トビイロウンカが多発したイネ株の  

                      株元の様子 

剤型 薬剤名 収穫前日数

粉剤 トレボン粉剤ＤＬ ７日前

ＭＲ．ジョーカー粉剤ＤＬ ７日前

エルサンバッサ粉剤２０ＤＬ ７日前

スタークル粉剤ＤＬ ７日前

アルバリン粉剤ＤＬ ７日前

水和剤等 トレボン乳剤 １４日前

ＭＲ．ジョーカーＥＷ １４日前

スタークル顆粒水溶剤 ７日前

アルバリン顆粒水溶剤 ７日前


